
 
   

1. 若者が住める町、希望の持てる町にする。 

2. 自分たちで出来ることは、自分たちで解決する。 

３ 自分たちで解決できない困難な課題は、行政や

関係先に要望する。 

・観光振興対策 

・人口定住対策 

・農林漁業振興対策 

・防災安全対策 

・交通対策 

・福祉医療対策 

・総合調整 

・広報広聴 

・まちづくり計画策定等 

 

・小中高対策 

・少子化対策 

・環境対策 
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顧問 

監査 

 

◎:部会長 ○:副部会長 

◎野村 義久 (阿川) 

○中嶋 八郎 (粟野) 

小林 敬壽 (神玉) 

篠田 洋子 (神玉) 

赤﨑 祐享 (角島) 

泉  一己  (田耕) 

山戸 ミヱ子 (田耕) 

荻   衛  (滝部) 

山本  努  (神玉) 

金山 公一 (神田) 

丸尾 泰信 (滝部) 

 

耕) 

◎恒冨 英雄 (滝部) 

○安谷屋  信一 (滝部) 

中津 喜美子 (神玉)  

坂本 一三 (角島) 

小林 千津子 (阿川) 

満畑  寛  (粟野) 

村田 多美治(田耕) 

西島 英敏 (滝部) 

安冨 伸一 (田耕) 

江本 邦治 (粟野) 

永富 輝久 (滝部) 

 

 

 

◎重中 十士明  (粟野) 

○佐々木 猛  (神田) 

中野 秀幸  (角島) 

宅野  眞   (阿川) 

和田 銀一朗  (粟野) 

岩本 憲慈  (田耕) 

下田 治三  (田耕) 

工藤 紀彦  (滝部) 

 

◎坂本 軍司 (神玉) 

○中村 孝史 (神玉) 

大野 和則 (神田) 

岡本 勝満 (阿川) 

木本 隆文 (田耕) 

江原  聰  (神田) 

塩田  實  (粟野) 

西嶋 義陵 (田耕) 

 

 

【 各部会 の主な 取り組 みと部 会員 】 

発
足
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ら
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目
。
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」
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び
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活
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化
」
を
目
指
し
、
活
動
に
取
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組
み
ま
す
。 

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
今
年
、
来
年
で
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定
し
ま
す
。

歓
心
と
、
関
心
を
持
っ
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

(

６
月
６
日
通
常
総
会) 

豊北生涯学習センターにおいて、通常総

会を開催し、平成 29 年度事業計画及び収支

予算などが決まりました。 

顧問 
江原  満寿男 

吉田  真次 

山戸 ミヱ子 

江原  聰 

 

事務局 

総 会 監事 

運営委員会  
会 長・和田 銀一朗 

副 会 長・丸尾 泰信(まちづくり計画担当) 

満畑 寛 (地域おこし協力隊導入担当) 

事 務 局 長 ・永富 輝久 

会 計 ・江本 邦治  

４部会長 

監 事 

 

戸田 佐和子 

野村 議長の進行で議事が進められました。 

安全安心部会 教育子育て部会 活性化部会 企画部会 



1） 人 数  30 名程度 

2） 申込期限  8 月 2２日(火) 

3） 申 込 先  豊北地区まちづくり協議会 事務局 

4） テ ー マ  「豊北地区の活性化について」 

5） コーディネーター  下関市立大学経済学部 菅
すが

 正史
ま さ し

准教授              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： ９月２３日（土）１３：３０～１６：００  

場 所： 滝部公民館（太陽館）１F講義室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月７日(月)と１０月の２回に分け、 

町内の主要観光ポイントにおいて観光

客を対象にヒヤリング調査(400名程度)

を行い、観光客目線での調査報告書を作

成します。 

※報告会  
２月に観光関係者・住民・行政の方々を

交え、「調査結果の報告と町の活性化」に

ついて話し合いの場を設ける予定です。 
 

活性化部会は本年度も引き続き 

①雇用の場づくり事業②現状調査による観光振興対策 

に取り組みます。具体的には、下関市立大学・地域共

創センターと連携し、以下の２事業を行います。 

また昨年度取り組みました①旧角島中学校の簡

易宿泊施設検討事業は当面保留。②案内広告看板

の改善・渋滞緩和策等については、関係先に９月

要望します。 

部会長 恒冨 英雄 

「まちづくり」において、地域にかかわるさまざまな立場の人々 が参加して、地域社会の課題

を解決するための改善計画を立てたり、進めていく共同作業とその総称のことです。 

81 の出店ブースが埋まり、多くの

お客様でにぎわいました。 

〈 ワークショップを開催 〉 

 

部会長 野村 義久 

これからの予定 

１、小学校統合の意見交換会を実施します。 

(１) 粟野・滝部地区の保護者を対象に実施。 

＊角島地区などについては実施済み。 

(２) 保護者との意見交換会の後、地区住民

の方々と話し合いの場を持つ予定 

２、交流人口を増やすため、河川・公園等の環

境整備に取り組みます。 

３、若者世帯の増加策について検討します。 

◎子育て対策◎若者移住策◎空き家対策

等市の政策と地域の実態について調査。 

 企画部会の取組みは主に以下４つの事業です。 

(1) ホームページの更新。協議会の事業だけでなく、

豊北町の行事も掲載予定。 

(2) まちづくり通信の発行。年２回、各戸配布。 

(3) 消えゆく校歌（二見小・田耕小・滝部小・神田小）

を保存、まちづくり協議会ホームページ上で公開。 

(4) ２９、３０年度でまちづくり計画策定。 

まちづくり計画ではかねてからの命題である「命を

育む粟野川の再生」を図りたい。現在多くの地域 住

民が抱えている危惧①水量が減少した②透明度が悪

化した③汽水域が上流に移動し、水中生物の生態系が

変化したとの声に対し、次世代を見据え、産・学・官・

民を挙げ、優れた環境を何とか取り戻せるよう、一歩前

に踏み出せる工夫を探りたい。 

まちづくりには、若い人の力が必要不可欠です。若人

(年齢は問いません)の参加を歓迎します。 

部会長 重中十士明 

 

＜粟野川河川公園＞ 


